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（全文打ち出し翻訳） 

＊序論 

▲リーダー修練会 1 講です。皆さんはリーダーです。今日の 1 講で一番最初にすべきことが一つあります。

「はたして私が世界福音化することができるのだろうか」それを確認して決断しなければなりません。 

今日私たちの今バヌアツ、ソロモン諸島からも来られました。バヌアツで、ソロモン諸島、こういう所で

世界福音化が可能でしょうか。これを決断を下すべきですが、あるでしょう。どこで見つけるのでしょう

か。これは必ず見つけて持って行かなければなりません。アメリカからたくさん来ました。アメリカが世

界福音化しているでしょうか。できずにいるでしょう。かえってバヌアツよりできません。かえってソロ

モン諸島よりできないでしょう。違いますか。なぜそうでしょうか。はやく今日確認して決断しなければ

なりません。アジアで一番先進国の日本、世界福音化しているでしょうか。なぜできないのでしょうか。

アメリカ、日本、ヨーロッパ、韓国、良い暮らしをする国です。なぜ精神病者が多いのでしょうか。はや

く確認して決断しなければなりません。今日、ここに今私たちの牧師たちもいますが、本当に今日質問し

て決断しなければなりません。私たちの教会が地域を生かせるのでしょうか。生かさなければなりませ

ん。このような話、あのような話、嘘は必要ありません。私の地域を生かさなければなりません。そこに

ついてのことを今日確認して決断してください。ここに私たちのレムナントが、未来がある若いレムナン

トが参加しました。いや、私が私たちの家系を変えて、私たちの教会を生かして、私たちの地域と国を生

かすことができるかということです。皆さんの家系を生かさなければならないでしょう。ところで、生か

すことができるのかということです。レムナント 7 人はここについて確認しました。決断を下したので

す。世界福音化が起きました。皆さんはちょっと環境が良いこともあるでしょうが、私はとても良くない

環境で生きていました。難しかったのです。私たちの家は貧しかったのです。教会も行ったところ教会も

難しかったです。みな難しいのです。やっと生きていました。確認しました。なぜそうなのか。私は決断



を下しました。答えが与えられました。世界福音化し始めたのです。それをしてくださいということで

す。それが何かということです。 

▲2025 世界レムナントリーダー修練会 

1 講:主の御座のやぐら- “Bartizan of Throne” 

今回、リーダーは一生忘れてはならない 4 つを持って行くべきですが、最初のことです。「主の御座のやぐ

ら」を建てなさい。これが答えです。これを建てなさい。イエス様が言われたみことばです。神の国につ

いて 40 日間語られました。それが御座のやぐらです。私はこれで終わらせました。 

▲では、私たちのレムナントです。この話を聞き取れなければどうなるでしょうか。二つの問題が来ます。

勉強が難しいでしょう。しないわけにもいかず、かと言って私の思いどおりになることでもなくて、また

勉強したのに、ある日私に霊的問題が来ます。それを先生が教えることはできません。私に霊的問題が来

たのに、親が教えるでしょうか。親が私には一番重要な人ですが、親が私にそれを癒やすのかということ

です。できないでしょう。どうしますか。一生、苦労します。それも間違った苦労を、イエス様が言われ

ました。神の国について 40 日間説明して、ただ聖霊が臨めば力を受けます、エルサレム、ユダヤ、サマリ

ア、地の果てまで証人になります、私は決断を下しました。なぜでしょうか。この力でなければ、私の実

力ではできません。その大人たちが貴重な方々で、私たちが仕えなければならない人々ですが、その人々

の力ではできません。 

▲私が知っている方が、私と親しい方ですが、韓国で一番良い大学を卒業しました。そして若いときに司

法試験に合格しました。若いとき、大学に通うときではなく、卒業してからではなくて、大学に通って、

そのまま合格したのです。賢いです。すごいです。そうしておいて、結婚もしなかったのですが、判事にな

りました。どれくらい実力があるかというと、31 歳のとき、部長判事になりました。国会議員になりまし

た。すごいのです。1 か月にもらう月給がいくらでしょうか。1,000 万ウォンしかなりません。世界福音化

はできません。そして、病気になってしまいました。とても努力しておいて、とても努力の人だったか

ら、学んだことが主のやぐらではなく、努力と実力のやぐらを持っていました。これは親の責任です。問

題が来てしまいます。私にとって世界福音化はなんでしょうか。何もできなくなって行きました。行くの

が悪いことではなく、一度は行くのですが、しかし、神様が願われることを一つもできなくて行けば、そ

れがどれくらいくやしいでしょうか。 

▲より重要なことは、リーダー、レムナントがだまされてはならないのは、皆さんの中には、ほかのやぐ

らが入ってきているのです。入ってきています。何のやぐらでしょうか。学校で教えたこと、家で見たこ

と、友だちから見たこと、本を読んだこと、それが入って来ているでしょう。私は霊的な力が一つもなく

て、教会に通っているのです。未信者と同じで、未信者より少し足りなくて、全く同じならば大丈夫です

が少し足りません。 

▲これを悟ったことを指して、祈りを悟ったというのです。分かるでしょう。祈りとは何でしょうか。御

座の力を動かすことです。これが私にやぐらに入ってきてしまったということです。皆さんは幼くはない

です。皆さんはリーダーです。レムナント 7 人は、幼い時にわかったでしょう。兄たちは食べることを話

しました。ヨセフは世界福音化を話しました。違うのです。ほかの人は荒野で、エジプトで食事して生き

れば良かったのですが、モーセは出エジプトを話したのです。違います。それゆえ、1 講は何でしょうか。

祈りが何か知ってください。祈りが何か知るべきで、それを分からないのです。祈りは何でしょうか。私

に主のやぐらを建てることです。この御座のやぐらを持っていることです。皆さんに刻印させようと、こ



れこそが Heavenly、Thronely、Eternaly です。このやぐらが私にあるということです。そうすれば、勉強

が簡単です。タラントも簡単です。なぜでしょうか。発見できると、これから、私は何をするのか、尋ね

る必要もなく答えが出てきます。大人たちが一つもこの部分を分からなくさせておいたので、子どもたち

が難しいのです。明日 2 講の時に話します。勉強は心配しないように。それは時代に遅れているのです。勉

強は何でしょうか。神様が私にくださったことを発見することです。それも分からないのに熱心にする、

どうしてそうするのでしょうか。 

▲結論は何でしょうか。霊的な力はなくて、勝てないで、世界福音化できません。祈りとは何でしょう

か。御座の力を味わうことです。祈りとは何でしょうか。御座を動かすことです。祈りとは何でしょう

か。御座の力を伝達することです。終わりです。静かにしていてもかまいません。静かにいる必要がない

でしょう、答えが起こると、そこについて行けば良いのです。これを分かってこそリーダーです。では、す

ると、これを私がやぐらとして作らなければならないのですが、やぐらがないなら見張り人が必要ないで

しょう。いや、病院があってこそ医師が必要で、病院がないのに医師はどこで仕事をするのでしょうか。

やぐらがないなら、見張り人は必要ありません。皆さんは見張り人になりますが、主のやぐらを作るとい

うことです。皆さんの時はわかるだけでもかまいません。これがレムナントの長所です。年をとっている

人々は、ずっと話をしても聞き取れないのですが、レムナントの時は、あ、そうだ、このようにしても働

きが起こります。 

 

▲序論-確定 

すると、先にこの祝福を味わうために、私がいくつか確定することがあります。 

1)重要な始まり - 問題、試み、葛藤、危機(ミッション) 

▲最初です。何を確定しなければならないのでしょうか。始まりを重要にしなければならないでしょ

う。始まりを重要にしなければならないのですが、間違ったことを確定してはいけないでしょう。する

と、間違った道を行ってはいけないでしょう。皆さんがいくら立派でも、間違った道は間違った道で

す。親が皆さんをいくら大切にして愛して助けても、皆さんが道自体を間違うように行っているなら、

その道ではないということです。この三つが重要なのですが、皆さんがどこにでも行けば問題があるで

しょう。家に帰ってもあって、どこでもあります。どこにでも行けば試みがあって、試みにあうような

ことがあります。どこでも葛藤はあります。また、ある時は危機も来ます。そのときです。そのとき、皆

さんがどんな考えを持っているのか、それが私です。それが皆さんの未来になります。レムナント 7 人

は、このようなことが来たとき、正確に自分のアイデンティティを見つけ出しました。なぜでしょう

か。この力があるので、私がこれを変えるようになるのです。これを必ず覚えてください。これを本当

に確定しなければなりません。我が家に問題があって、私は我が家、家系を変える見張り人だ、そうで

しょう。 

2)正確な契約(創 37:1-11) 

▲できても、できなくても、契約を正確に握らなければなりません。正確な契約が出てきます。ここに

だまされなければ、正確な契約が出てきます。ああ、我が家はだめですよ、私は背景もないです、私は

勉強も大変です、私は貧しいです、また、力もないです、そのとおりでしょう、すると脱落するのです。

この力でなければむだです。レムナント 7 人はこれが現れた時にミッションを握りました。修練会、

WRC をする時は難しいこと、大変なこと多いです。皆さんがリーダーとして目をよく開かなければなり



ません。その人がどれだけこれから用いられるのかは、これ(問題/試み/葛藤/危機)が来たときに分かり

ます。そうでしょう。その人が未来に大きな人物になるか、そうではないのかは、これ(問題/試み/葛藤

/危機)が来たときに分かります。その人が本当に神様の祝福を受ける人か、違うのかは、これ(問題/試

み/葛藤/危機)が来た時に分かるでしょう。皆さんは一生、心に刻んでください。どこへ行ってもありま

す。いや、問題、試み、葛藤、危機がないことはないでしょう。ないです。アメリカである青年が、その

人が相談しにきました。このような問題、葛藤、危機がない社会はないですか、尋ねました。そのと

き、その博士はこのように答えました。共同墓地に行きなさい、簡単に言えば、何でしょうか。死ねば

ありません。このとき、ミッションを握って、皆さんにこのとき正確な契約が見えます。 

▲それゆえ、レムナント 7 人の中から時間がないから、一人だけ例をあげます。その難しい家庭でヨセ

フに正確な契約が臨んだのです。心配しないように。そのときから、すべてのことが答えに変わりま

す。奴隷として行きました。滅びたのでしょうか。ヨセフは奴隷に行きましたから。濡れ衣を着せられ

て監獄に行きました。滅びたのでしょうか。ある日、総理になりました。成功したのでしょうか。すべ

て違います。ですから、水準が救われなかった者の水準です。いや、私に問題が来た、成功した、暗闇

を打ち砕く世界福音化ではないなら、成功していません。 

3)器 - 霊的サミット 

▲このときからです。器の準備ができるのですが、年齢は幼いのですが、霊的には大統領です。大統領

ではないのですが、王ではないのですが霊的には王です。これがレムナント 7 人でした。皆さんがすべ

て知っているでしょう。説明をすべて知っているとしても、皆さんが心に入れなければなりません。

「あ、そうだ!」 

 

▲本論 : 答え=やぐらを変えること(Change) 

すると重要な本論が出て来るでしょう。いったい答えはなんでしょうか。祈りが何かを話しました。これ

が祈りが何かということです。すると、答えは何でしょうか。やぐらを変えることです。このやぐらが変

わらなければなりません。Change できなければならないのです。これが答えです。成就されたこと、それ

は静かに置いておいてもかまわないことです。本当の祈りは何でしょうか。御座を動かすやぐらが私に建

つことです。答えは何でしょうか。ほとんど間違っているやぐらを変えてしまうことです。知らずにいるの

ですが、サタンが与えた戦略です。変えてしまわなければなりません。どんなにしてみても、世の中の知

識、神様を分からなくさせる学問を変えなければなりません。勉強するのは世の中を生かすためにするの

で、世の中について行くためにすることではありません。初めから、そのような覚悟してください。決断

を下してしてください。私はとても傷になりました。なぜ病気で、貧しさで、無能で毎日苦労して、伝道

もできず、このようにするのかということです。変えてしまいました。今から必ず覚えてください。このや

ぐらを変えることが答えです。 

▲すると皆さん①今から何を、いつ変わるのでしょうか。今、この時間です。今! ２つ目です。②礼拝の

時、変えるのです。とても重要な３つ目は何でしょうか。③イエス・キリストがくださったことで、変え

てしまわなければなりません。まちがいなく答えが与えられます。 

 

1.今 



▲では、私たちのレムナントリーダーです。皆さんは、単語三つを覚えてください。いつ答えを受けるの

でしょうか。 

1)毎日 

▲毎日、私は朝に目を覚ませば祈り始めます。夜に寝るとき答えを受けます。その間は昼です。確認す

るのです。 

(1)3 集中-これを指して 3 集中、知っているでしょう。 

(2)3 セッティング-このとき、私に御座のやぐらが建つと、何ができるのでしょうか。プラットフォーム

/見張り台/アンテナが建ちます。3 セッティング... 

(3)3 答え-それからは、行く所ごとに問題、葛藤、危機に答えを持って行きます。3 答え、レムナントは

覚えてください。朝に目を覚ませば 5 分以上祈ってください。それで終わりです。夜に寝る前に 5 分祈

ってください。昼に苦しいことや難しいことがあるでしょう。そのとき、力を回復するのです。ところ

で、私はそのようにしないで、朝に目を覚ませば数時間します。 

▲脳/霊/からだ-では、レムナントは三つを生かさなければなりません。脳を生かさなければなりませ

ん。私の霊を生かさなければなりません。絶対に逃さないでください。からだを生かさなければなりま

せん。何によって生かすのでしょうか。祈りによって、レムナントは朝に起きれば、およそ 5 分だけ長

く呼吸して祈りなさい。呼吸してください。脳を生かします。皆さんは聖霊の人なので、御座のやぐら

が臨んでしまいます。 

2)毎時間- 3 集中 

▲毎時間、時間ごとに三つの集中をしてください。神様のみことばの成就、実際の祈りの答え、毎時

間、すると私は毎時間 5 分間、運動をします。教室に座ってすることができます。椅子に座っているで

しょう。皆さんがしばらくそのままおよそ 3 分だけ椅子からお尻を離せばものすごい運動になります。

だれも分かりません。椅子の横に角があるでしょう。ここに手をつけて、からだを少し起こせば、2 分

だけしても運動になります。呼吸するとき、脳が生かされます。皆さんのからだが生かされるのです。祈

って霊が生かされます。これでやぐらを変えてしまいなさい。これが答えです。来るしかありません。必

ずしてください。皆さんはエリートで、世界を生かすリーダーであるためにしてください。ここの特徴

は何でしょうか。時間を別に作る必要がないのです。運動の時間を作る必要がありません。祈りの時間

を作る必要がないのです。なぜでしょうか。24/25/永遠です。 

3)毎事件-編集、設計、デザイン 

▲毎事件、すべてのことには編集/設計/デザインしてください。すると終わり、一度にすべてしなくて

も良いのです。編集は何でしょうか。神様のみことばが成就するように続けて見ることです。祈りが答

えられるように見ることです。現場が生き返るようにデザインするのです。今からしてください。これ

は習慣でなければなりません。これがエリートが持っている習慣です。これが世界を動かしたリーダー

の習慣です。編集は何を持ってすべきでしょうか。私の場合は本でします。答えはみことばで出さなけ

ればなりません。設計は何でするのでしょうか。現場を見つめて、事件、できごとを見つめて祈りま

す。デザインは何でしょうか。今、現場に必ず必要なことは何なのか。答えが見つからなくても大丈夫

です。その質問をしてください。リーダー、逃さないでください。答えはいつ受けるのでしょうか。

今、いつ与えられるのか、尋ねる必要がありません。来るようになっています。ここに牧師は言うまで



もありません。この力を持って世界を動かしてしまってください。牧師は目を覚ませば、毎時間してく

ださい。健康みな回復してしまってください。 

 

2.礼拝の時 

▲２つ目です。この答えが、やぐらがいつ変わるのでしょうか。礼拝の時... 

1)使 1:3(40 日) 

▲では、見てください。40 日間、神の国のことを説明されたのですが、それを聞く時間にすべてのやぐ

らがみな変わってしまいました。 

2)使 2:1(五旬節) 

▲使 2:1、10 日間、40 日プラス 10 日であるから 50 日です。そうでしょう。五旬節の日になって、この

とき、みな変わるのです。レムナントは聖書をたくさん読まなくてもかまいません。たくさん読めば良

いのですが、礼拝を正しくささげれば終わりです。 

3)使 2:17-18 

▲未来が見え始めます。あなたがたの息子や娘は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る、何でしょう

か。これが未来です。 

4)使 2:42 

▲みことばの流れを見てください。使徒の教えを守り、交わりを持ち、この流れを見てください。パン

を裂き、救いの福音の流れを見てください。祈りをしていた、祈りの流れを見てください。終わりで

す。ほかのことをすることはありません。本当に私が何を準備しなければならないのでしょうか。明日

の 2 講のときに見ます。少しも心配しないようにということです。明日、私が 2 講の時に話しますが、

今、皆さんが勉強して試験を受けていることをもってではなく、300%準備しなければなりません。いっ

たい 300%というのは何でしょうか。明日、話します。確信してください。 

5)使 2:46-47 

▲毎日宮で、毎日家で、みことばが成就し始めます。私の学業にみことばが成就し始めるのです。する

と、力が出ます。そうでしょう。証人になろうとしなくても証人になって、なぜでしょうか。答えが与

えられるから。レムナントは力を失くさないでください。私は証人です。私の幼い時期は証しができな

いほどみじめでした。ある程度にできてこそ証しができるので、私は証人です。このとき、やぐらがひ

っくり返されるのです。 

 

3.イエス・キリストがくださったこと- 「777」 

▲最後の３つ目は何でしょうか。祈りによって、キリストがくださったことは何でしょうか。この祈りの

中でキリストがくださった 7 やぐら、旅程、道しるべを続けて味わうのです。すると三つの答えが与えら

れます。 

1)時空超越 

▲いよいよ時空超越が出てきます。皆さんがここで祈ったのですが、皆さんの家族はアメリカにいるの

ですが、働きが起こります。 

2)237- 5,000 



▲この話をわかってこそ、237- 5000 種族がつながります。私はこの祈りだけしたのですが、オーストラ

リア、ニュージーランドで、バヌアツ、ソロモン諸島、このようなレムナントが起きるのです。これから

さらに起きるでしょう。 

3)空前絶後 

▲だれも奪って行くことはできません。空前絶後、これが答えです。これがやぐらを変えたことです。

祈りは何でしょうか。主のやぐらを味わうことです。うまくいかない理由は、ここでだまされるからで

す。だまされてはいけません。 

 

＊結論 

▲結論です。常に 5 つの集中を味わってください。安らかに単に 5 つの集中を味わうのです。 

1)40 日集中(使 1:3) 

▲なにか重要な事をする時は、イエス様がされた 40 日集中、一度してみてください。どうなるのか、こ

れはどうあってもすることです。 

2)礼拝集中(使 2 章) 

▲その次の２つ目は、礼拝集中、これが使 2 章です。上のことはオリーブ山で、ここはマルコの屋上の

部屋でしょう。 

3)毎日集中 

▲先ほど話しました。皆さんはサミットです。毎日集中、これだけやれば良いのです。 

4)毎時間集中 

▲毎時間集中、レムナントは無条件 1 時間、2 時間決めることにはならないのですが、合間合間に祈っ

て運動してください。毎時間、私の話を聞き取れなければ、絶対に皆さんの脳は生かされません。これ

が生かされて御座の力でほかの人を生かすことができなければなりません。 

5)毎事件集中 

▲毎事件が祝福になります。集中... 

 

▲ただ/唯一性/再創造-そうしてしまえば、重要なことがついて来ます。何がついて来るのでしょうか。た

だ、これがついて来るのです。皆さんだけができる、ただ、だれが奪って行くのでしょうか。唯一性、再

創造、これが出てきます。 

▲再び決断してください。私が一つの地域で世界福音化できるのでしょうか。待ってみてください。い

や、私の国は力がないのに世界福音化は可能でしょうか。待ってみてください。かえって、これから多民

族時代が来ます。アフリカ時代が来ます。島国時代が来ます。できるようになっています。私たちのレムナ

ントは、皆さんはリーダーであるために、今回の講義 4 つ、絶対に逃さないでください。今日から未来を

心配しないように。なぜでしょうか。成功するから、その後のことを準備してください。祈ります。 

 

(祈り) 

神様に感謝いたします。リーダーとして呼ばれた神様に賛美をささげます。御座のやぐらを建てますよう

に。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン 

(The end)  



2025 世界レムナントリーダー修練会 
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2025 年 7 月 24 日-25 日、徳坪 RUTC 

説教：柳光洙牧師(録音整理:チャ・ドンホ牧師) 

＊主題:永遠答えの始まり、過程、終わり(使 17:1、18:4、19:8) 

 

（全文打ち出し翻訳） 

＊序論 

▲5000 種族はほとんど 1 か月に 1 ドル程度使います。よく食べることができなくて、このような国も多い

のです。そこで、はたして私がその人々を生かせるのでしょうか。その決断を下さなければならないのが

昨日の 1 講です。また、ここはアメリカ、ヨーロッパ、このような先進国から来たレムナントもいます。そ

して、皆さんが今、目を開いてください。ほとんど年を取って精神問題が来ます。そして、麻薬に陥っ

て、さらに同性愛に陥って、多いのです。また、私たちのそばにある日本、すごい国です。すると、日本

のレムナントは何を考えなければならないのでしょうか。アジアで一番発展した国なのに、精神疾患者が

一番多いのです。なぜそうなのでしょうか。はたして、これを私が解決することができるのでしょうか。

それが昨日の 1 講です。主のやぐらを作りなさい。 

▲そうしようとすれば、皆さんが、いまは私がなぜ勉強しなければならないのか、どのようにすべきなの

か、答えが出て来なければならないということです。今、私たちの韓国もある面では危機に置かれている

状況でしょう。今、韓国にうつ病患者がほとんど 40 パーセント以上に迫る状況です。ですから、人々が知

らずにいるのです。皆さんが学校になぜ行くのでしょうか。勉強しなければならないでしょう。後には就

職しなければならないでしょう。就職するには試験を受けなければならないでしょう。すると、じっとし

ていればまた、状況が結婚することになるでしょう。そうしておいて、何もできなくて食べて行くので

す。そのような間に、ヨーロッパ、アメリカ、日本、中国、大きな国では引き続き暗闇に陥っています。と

ころで、光を放つことだけすればよいのですが、多くの人々ができずにいます。一人だけ出てきてもかま

わないのですが、それゆえ、神様が時代ごとにレムナントを立て起こされたのです。 

▲では、すると一段階より進んで、すると私が私の国をどのように生かすのでしょうか。皆さんの国でど

のように世界福音化をするのでしょうか。そこに対して昨日 1 講のメッセージを握ったのですが、実際に



皆さんが、その次のことを見なければなりません。一つだけ悟れば良いのです。難しくありません。私が

釜山のヨンドに入ったのです。ほかの人は全く見られなかったのですが、見ようとしなければ、関心がな

いから見えないのです。ヨンドの海辺に行ったところ、岩があるでしょう。岩の上にほとんど覆っている

ものがあります。それが何かというと、ろうそく、ろうそくが燃えて流れた物、これが固まるでしょう。

これが岩の上を覆っていたのです。何でしょうか、お祓いの儀式をたくさんしたということです。ヨンド

の海の島はほとんどお祓いの儀式をするところです。今はなくなったのですが、ヨンドの橋の入口に入っ

てくれば、ヨンドの橋の下に、占い師がずらっと場所を占めています。ヨンドに入ると、教会はみなちっ

ぽけです。それとともに運営がうまくできません。運営がうまくできないのに運営しようとするので、世

界福音化することとは、あまりにも距離が遠いのです。そこで、ヨンドに入って私が分析したのですが、

ものすごい建物が一つあります。それがヨンドを代表します。それが何かというと、天理教です。ヨンドの

ランドマークになっています。およそ 2,000 坪もあります。それゆえ、天理教に登録しました。教会信徒と

似ていました。私が何をするかを見たのです。一理あることをたくさんします。おもに病気を治すことを

します。それゆえ、夜にはそこで泊まらなかったのですが、昼には行って一緒にしました。それが私がヨ

ンドに行ってすぐに一番最初にしたことです。そのときから本格的な癒やしの働きを始めました。刻印さ

れたことをみな変えてしまってください。アメリカで刻印されたことを変えてください。一人ですること

ができます。なぜでしょうか。霊的なことであるから肉的に話せば建物を言うのではなく、霊的なことを

話します。変えなければなりません。これは祈りで可能です。 

▲では、これをするために、皆さんは今から勉強の心配はしないように、300%準備してください。では、

300%をどのように準備するのでしょうか。ビル・ゲイツを知っているでしょう。ビル・ゲイツは大学生 1

年のときに目を開いたのです。私がこのコンピュータを持って全世界を動かす、大学 2 年のとき 300%準備

しました。そうしておいて、とても働きが起こったら、このビル・ゲイツはハーバード大学を中退しまし

た。時間がないということです。それによって作ったものが世界をひっくり返してしまいました。小さな

一つを準備してもそうです。それが 300%です。皆さんがご存じのように今、亡くなりましたがスティー

ブ・ジョブスという人が考えたのです。この携帯電話に世界を入れることができる、皆狂ったと言いまし

た。この携帯電話に全世界を入れることができる、入れたでしょう。学生の時 300%準備しました。勉強

の心配をしないということです。300%準備がなされなければ勉強しても難しいのです。 

 

▲序論-刻印(Spiritual) 

▲いや、私の国は力がないのに、どうしますか。霊的なこと、刻印されたことをひっくり返しなさい。簡

単に話せば、パウロが何をしたのでしょうか。これをしました。これをひっくり返してしまいました。霊

的な力はものすごいのです。無限大です。これをどのように準備するのでしょうか。難しくありません。

これがはるかに簡単です。レムナントにまた言いますが、大人たちにも話をたくさんしました。私が学校

に通っていた時です。私はこれから何をしなければならない、決断しました。私は本当に世界福音化す

る、決断したのです。すると、何をすべきでしょうか。伝道が何かということを 100%準備したのです。す

ると、現場に対して、現場に行って福音を伝えなければならないので、現場について 100%分析しまし

た。すると、これからどのようにしなければならないでしょうか、システムでしょう。皆さん、いつもシ

ステムを考えるのです。300%準備したのですが、始めたらすぐに働きが起こりました。ヨンドに入ってす



ぐに働きが起こりました。することはありません。変えてしまったのです。これが 300%です。レムナント

はわかるだけでもかまいません。 
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その代わり、これを変えるのですが、いったい何をどのようにしなければならないのでしょうか。どのよ

うに変えるかということです。御座の旅程を歩むのです。これを行くのです。これもとても簡単です。すべ

ての宇宙の核は、どこに入っているでしょうか。皆さん頭の中にすべて入っています。世界を動かすアンテ

ナはどこにあるのでしょうか。御座にあって、私の頭の中にあります。これを知っている人は祈りが分か

るのです。それゆえ、７旅程を祈りによって進むのです。 

1)Trinity 

▲祈りの中で何でしょうか。三位一体の神様は、今も三つのことを成し遂げておられます。今も、目に

見えないように三つのことを成し遂げておられるということでしょう。その道を行くのです。これが最

初の旅程です。祈りによって、目に見えないのですが、それが答えです。では、こういうものをみな逃

すので、ほとんどみなが信徒が祈りが何かを知りません。レムナントが祈ってしまえばみな変えるので

すが、祈ることができないのです。この道に進んで行くのです。 

2)Secret 

▲ここは、必ず皆さんが生き残る 10 の奥義があります。これはメッセージがあるので見つけてくださ

い。 

3)Footstool 

▲そして、完全な土台があります。とても確実な土台があります。10 個です。 

4)Conviction 

▲そして、行くところに 5 つの確信があります。5 つの確信があります。 

5)Stream 

▲そして、何でしょうか。9 つの流れがあります。 

6)Life time 

▲このとき、皆さんに、この祈りを続けていると、一生の答えが出て来ます。とても皆さんに一生の答

えが出て来ます。祈りの中で、これ発見したレムナントは、必ず一つの地域を生かして、国を生かしま

す。 

7)Camp 

▲すると、すべての生活はキャンプです。苦しみを受ける、キャンプです。学校に行く、キャンプです。

ここに来た、キャンプです。そうでしょう。ヨセフが奴隷に行った、キャンプです。ヨセフが監獄に行

った、キャンプです。ヨセフが総理になった、キャンプです。それゆえ、世界福音化をしたでしょう。 

▲これが７旅程です。必ず覚えてください。そして、レムナントは聞くだけでもかまいません。皆さんの

年齢は聞いて「あ、そうだ!」私が皆さんの年齢のとき、こう考えました。計画をみな立てて何かをすべき

だ、そうしておいて、計画表を私が組みました。何度か組みました。ただ一度も実践できませんでした。

それが私です。実践できません。ところで、皆さん年齢のときに、このように計画を立てて生きなければ

ならないと考えたのです。すると今、私にはどんな答えが来たでしょうか。これが今、私の完全日程表で



す。これは私が組んだのではありません。何人かがついて組みます。すると、聖日礼拝をささげに行け

ば、これを私にくれます。これが今、左側にあるのが私がしなければならないことと宿題です。ぎっしり

埋まっています。右側はスケジュールです。このようになるのです。これを私一人するのではなく、数人が

組んで作って、上がってくれば私にくれます。その次に、これを見て通うのです。これを一週間ずっと持っ

ています。何の話でしょうか。今、皆さんが本当に決心したことは無条件に答えられます。 

▲先ほど見ると、私たちのフィジー、タンザニア、こういう所から重要な人々がたくさん来ました。はや

く目を開いてください。5000 種族に行くこともできないのですが、5000 種族を生かすことができる三分

の一の影響力がある国がタンザニアです。また、オセアニア、島の中で、ものすごい影響を与えることが

できる国々がバヌアツとか、ソロモンとか、フィジー、このような国々だということです。分かりさえす

れば働きが起こります。 

 

▲本論-皆さんの①学業を 300%にしなさい。これから皆さんの②職業が出て来るということです。これを

300%にしなさい。③伝道 300%にしなさい。④宣教 300%にしなさい。皆さんは結局は⑤教会を生かして

ください。これを 300%してください。300%は難しいのではありません。大人たちではできません。です

から、皆さんが生かさなければなりません。⑥結論に話しますが、私はアメリカ、日本、ヨーロッパ、こ

ういう国に行ってみれば、教会を見れば生かすことができる器が準備されていません。そして、器準備が

できていないために、できません。結論は何でしょうか。器を準備してください。Vessel と言います。大

きい器を準備してください。そうすればできるようになっています。 

▲皆さんの人生に最後の機会、競争する必要はありません。それは似た者同士がする競争です。皆さんが

この準備をしていれば、皆さんを連れに来るでしょう。器の準備をしてください。競争する、それは似た

者同士ですることです。そうでしょう。レムナント 2 人だけ例をあげてみます。ヨセフと競争する人はい

ません。そうでしょう。ダビデと競争する人はいません。多くの人々が難しいことを見て、ダビデとゴリ

ヤテの戦いと言いますが、違います。ゴリヤテはダビデと戦えば 100 回戦っても 100 回負けます。なぜで

しょうか。これが準備されたから、そして、この力を持っています。この前にすでに何でしょうか、昨日 1

講は何でしょうか。これを持っているでしょう。やぐらを持っているのです。やぐらを変えてください。

これを持っているので、この旅程を進むということです。すると 300%が出て来ます。 

 

1.Study 

1)Talent 

▲このとき、７旅程の中から、とても重要なタラントが出て来ます。自然に出て来ます。一生すべきタ

ラントが出て来るのです。このときから何になるのでしょうか。一生のタラントが出てくるので、重要

な奥義 7 つが出て来ます。これが出てきたとき、本を読むのです。本はたくさん読まずに重要なことを

読みなさい。力になることを読んでください。そして、本を一冊精読しなければならないことがありま

す。皆さんはそうしてはなりません。必要なことだけ読んでください。皆さんが力を養って、内容を持

っていなければなりません。それとともに、みことばの答えを出すのです。そして、偉人研究をしてく

ださい。そして、キリストで答えを出します。そして、皆さんが世界福音化するためには、これを変え

るためには、必ず祭りの勉強をしてください。日本には祭りが多いでしょう。それを勉強してくださ

い。そして、変えなければなりません。アメリカに祭りが多いでしょう。イテウォン事件、何の事件で



しょうか、イテウォン事件、イテウォンで若い人々がたくさん死んだでしょう。何の事件でしょうか。

祭りの事件です。それは悪霊に仕えて、祭りして死んだのです。こういうものを研究しなければ、答え

を見つけられません。その次は何でしょうか。皆さんが少なくとも祈りが何か、礼拝が何かを知らなけ

ればならないということです。皆さんは三つの祭りを知らなければなりません。過越祭、五旬節、仮庵

祭... 

2)専門性、世界化、福音化 

▲そうしてしまえば、ここで三つのことが出て来ます。専門性、世界化、言語の勉強はなぜするのでし

ょうか。世界化、これを持って福音化させるのです。では、この力があるからです。御座の力の道に従

って行くということです。この力があるのです。これが今、答えです。何かが来た、行った、それは答え

ではありません。過程、ヨセフが奴隷に行きました、総理になりました、答えではありません。過程、

答えは何でしょうか。これを変えてしまわなければならないのです。 

2)Only、Uniqueness、Re-creation 

▲このとき出てくること三つがあります。そうすれば、皆さんの学業は成功します。何でしょうか。た

だ、これが見えるのです。ただ、アフリカにいても、ただを持っている人は勝ちます。唯一性、出て来

ます。再創造、これをしてください。皆さんの学業を持って 300%してしまってください。ただ、唯一

性、再創造、訪ねて来ます。心配しないでください。 

 

▲レムナント 1 人がメッセージを聞いて、みことば、そのとおりに従って行ったということです。多分、

私が知る限りではハナ教会の出身です。私のメッセージを聞いて、私はこれからシェフになる、人を生か

すシェフになる、そのように決定したのです。皆さん年齢のとき、それで説教を聞いて大邱で一番大きい

ホテルの社長に手紙を出しました。私を使ってほしい、私はこれからシェフになる、OK、その社長が驚い

たのです。このような子どもがいるのだな、それを通して日本に行きました。日本でシェフが感動を受け

ました。日本人は呼ばないで、その子を呼んで資料も与えました。そうしておいて、韓国に戻ってきまし

た。韓国にも単に戻って来たのではありません。事業を上手にする財閥が呼んで、レストランをしなさい

と、レストランに私が行きました。レストランに行ってみて驚きました。入口に書いてありました。私た

ちのレストランはお客さんを受けません、それを付けてありました。お客さんを受けなければ、レストラ

ンをどのようにするのでしょうか。予約のお客さんだけ受けます、私たちだけ入って食べました。ほかの

人は受けません。政治家、芸能人、企業家、このような人々が食事しに来ます。黙っていたのに、ハワイ

から呼ばれて行きました。今回、少し休暇で帰って来たのですが、サウジで自分を呼んでいるということ

です。それゆえ、私が行きなさいと言いました。300%準備しなさい。心配ありません。これをどのように

300%するのでしょうか。 

 

2.Job 

▲皆さんが職場に行ったり、できごとが起こったということです。これをどのように 300%するのでしょう

か。三つですれば良いのです。 

1)WIOS 

▲WIO のシステム... 

2)OURS 



▲先ほどあちらにも出てきたでしょう。ただ、唯一性、再創造のシステム、これを作れば良いのです。 

3)Field stream 

▲そして、必ずこの旅程が現場の流れがあります。これだけ見れば良いのです。これが 300%です。 

 

3.Evangelism 

▲伝道、伝道も心配しないでください。聖書をよく見てください。 

1)使 13:1-4 

▲最初のキャンプです。完全に聖霊の導きを受ける時まで動かないでください。イエス様もエルサレム

を離れないで待ちなさい。父の約束を待ちなさい。人、こと、場所みな出てきました。これが伝道で

す。 

2)使 13:5-11 

▲２つ目のキャンプです。完全に暗闇文化が癒やされてしまいました。これが伝道です。ネフィリムが

癒やされてしまったのです。後進国、5000 種族のネフィリムをだれが癒やすのでしょうか。3 団体が作

ったアメリカのネフィリムをだれが癒やすのでしょうか。日本の領土に長く続いているネフィリムをだ

れが癒やすのでしょうか。悟った者 1 人ならば良いのです。 

3)使 13:12 

▲総督が恵みを受けてしまいました。総督が弟子になってしまったのです。三つ目のキャンプです。こ

のようにこの 3 キャンプです。これが伝道です。 

 

4.Missions 

▲宣教はどのようにすれば良いのでしょうか。 

1)237 

▲この祝福を味わえば、皆さんのこのキャンプはとても重要な 237 と合うようになります。これから、

皆さんの学業が 237 と合わないと、生き残ることはできません。 

2)5,000 

▲さらに重要なこと、5000 種族と合わなければなりません。 

3)TCK、CCK、NCK 

▲TCK と合わなければなりません。TCK 分かるでしょう。第 3 の（Third）Culture kids、後ほど何と

合わなければならないのでしょうか。これと合わなければなりません。C はなんでしょうか。反対の側

にいる、ムスリム圏の中にいる、クロス、その話です。これと合わなければなりません。これは Not で

す。まったく文化圏がありません。これから、皆さんの時代は、皆さんが 2030-2080 の主役でしょう。

その時代の時は、これと合わなければ仕事になりません。今でも同じですが、その時はより一層起きて

しまいます。精神をよく整えて、皆さんの時は今あることは、ほどんどなくなります。では、銀行より

ブロックチェーンがさらに多くなるでしょう。変わります。病院、もう行かなくてもよくなります。そ

のような時代が来ます。皆さんが全部そのまま行かなくてつながって診察して、薬を受けてすべてする

のです。そのような日が来るのです。できれば、よほどのことがないかぎり就職もできません。ロボッ

トがすべてします。今もある食堂に行ったところ、ロボットが来ました。そして正確です。これから、

さらに多くなるでしょう。それゆえ、霊的問題はさらに来るでしょう。 



 

5.Church 

▲皆さんが教会を生かさなければなりません。皆さんがいまは正しい重職者として準備しなければなりま

せんが、パウロが伝えたのです。 

1)使 17:1-4 

▲使 17:1-4、キリストを正しく知らなければなりません。キリストをよく分からない人々が信仰生活す

ると教会がうまくいきません。キリスト、5 つのことを知らなければなりません。永遠の前のキリス

ト、これ分からなければ、皆さんの前に永遠の前にあった問題が解決しません。受肉されたキリスト、

復活されたキリスト、再臨の主として立たれるキリスト、さばき主キリスト、知らなければなりませ

ん。 

2)使 18:4 

▲祈りが何か、礼拝が何か知らなければなりません。それも分からない人々が教会に集まっているか

ら、毎日、人の話だけするのです。 

3)使 19:8 

▲答えが何か知らなければなりません。神の国、パウロが説明をしたのです。これが皆さんが 300%準

備することです。 

 

＊Conclusion : 器準備(Vessel) - 3Ages 

▲一言で必ずすべきことを見つければ良いのです。ほとんど、この器が準備できずにいます。アメリカに一

番必要なのが何でしょうか、これをしていません。日本に一番必要なのが何でしょうか。していません。

それでうまくいくはずがありません。後進国に一番必要なのは何でしょうか。バヌアツに私が何度か行っ

てみましたが、そこに必ず必要なことがありません。それを作るのです。それは最後の日、講義します。

三つの庭、金土日時代、黙想時代、3 時代を開くのです。 

▲そうするならば、皆さんは今メッセージだけ整理してもかまわないのです。そして、皆さんが今聞い

て、あ、そうだ、アーメン、これだけでも良いのです。このようなチャンスが皆さんに来ているのです。そ

れゆえ、みことばが私に臨めば、そのときから働きが起こります。リーダー、皆さんはリーダーです。最高

の契約を握ることをイエス キリストの御名によって祝福します。世界福音化を成し遂げる三位一体の神様

に栄光の拍手をささげましょう。祈ります。 

 

(祈り) 

神様に感謝いたします。世界を生かすリーダーを呼ばれたことを感謝いたします。霊的な目が開かれます

ように。刻印されたこと変える主役になりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。

アーメン 

(The end) 

 

  



2025 世界レムナント リーダー修練会 

3 講:“Root- Change” 

2025 年 7 月 24 日-25 日、徳坪 RUTC 

説教：柳光洙牧師(録音整理:チャ・ドンホ牧師) 

＊主題 : 永遠の答えの始まり、過程、終わり(使 17:1、18:4、19:8) 

 

（全文打ち出し翻訳） 

 

＊序論:2025 世界レムナントリーダー修練会 3 講 : “Root- Change” 

▲毎講義を覚えてください。 

①1 講はやぐらを変えなさい。やぐらを変えなければ世界福音化はできません。また、家系の問題から解

放されません。国家の問題、解放されることはできません。言い換えれば、サタンのやぐらから抜け出

すことができません。 

②2 講は刻印を変えなさい。刻印を変えてこそ 300%を準備することができます。必ず心に刻んでくださ

い。刻印された昔のことのために 300%を作れないのです。3 講です。根を変えなさい。根を変えなけれ

ばならないのです。根は私たちの力で変えることはできません。 

 

▲Intro - 7Guidepost 

それゆえ、キリストが 7 つの道しるべをくださいました。 

1)John19:30 

▲その最初の道しるべがカルバリの丘です。カルバリの丘で、ヨハ 19:30 に完了したと言われました。

これが始まりです。過去/現在/未来、みな完了したと言われました。ところで、私はよくできずにいる

ということです。それが始まりです。それが答えです。それが祝福です。いや、完了したのに、なぜ我が

家に障がい者がいるのでしょうか。それが 24 の始まりです。障がい者は 24 なので、それが 24 の始ま

りです。「完了したのに、なぜ貧しいのだろう」それは御座の力が必要だからです。 



2)Act1:3 

▲二つ目です。オリーブ山です。最後の講壇です。オリーブ山でミッションを与えてくださいました。オ

リーブ山で御座のやぐらを話されました。御座の旅程を話されました。御座の道しるべを話されたので

す。覚えてください。それでこそ、根を変えることができます。 

3)Act2:1-47 

▲マルコの屋上の部屋です。ここで始まりました。体験しました。力を受けました。未来を見たので

す。礼拝に成功しました。五旬節の日になって、神様の力が臨んだのです。過越祭はすでに持っていま

す。仮庵祭、御座の背景は私たちのことです。ところで、今この時間に受ける答えが五旬節です。心に

刻んでください。 

4)Act11:19-30 

▲アンティオキア教会です。時代的のターニングポイントを迎えるようになります。 

5)Act13:1-12 

▲初めて宣教の門が開かれます。ものすごいのです。このとき、神様はここにパウロを呼ばれます。使

13 章です。最初の宣教地です。完全に聖霊の導きを受けました。完全に聖霊の働きでネフィリムの癒や

しが起こりました。総督が弟子に変わりました。 

6)Act16:6-10 

▲神様が伝道の門をふさがれました。ふさがれたと思ったのですが、マケドニアに来なさい、ここでも

のすごい道しるべが作られて、ターニングポイントになります。 

7)Act19:21、23:11、27:24 

▲ローマも見なければならない、ここには 237 があるためです。5000 種族がいるからです。レムナント

がいるからです。大胆でありなさい。ローマでも証ししなければならない、神様がパウロの話を引用さ

れました。それは、神様のみことばを持っていたからです。パウロ、恐れてはなりません。カエサルの

前に立ちます。これが 7 道しるべです。絶対に分からなければなりません。2 講では７旅程を話しまし

た。それは刻印を変えることです。刻印が変わらなければ、癒やされません。がんになぜなったのでし

ょうか。がんが刻印されたためです。どのようにすれば癒やされるのでしょうか。刻印されたこと変え

れば良いのです。そのために、皆さんが一生のリーダーとして行かなければなりません。 

 

▲Main-では、すると重要なこといくつかを知ってください。 

三つを知らなければなりません。 

①答えられない理由が何かということです。答えられるべきでしょう。これができない理由は何でしょう

か。サタンのやぐら 12 個のためにです。 

②伝道がうまくできない理由は何でしょうか。教会が作ったサタンのやぐら 5 個があります。教会が作り

ました。うまくいかないようになっています。 

③Healing をすべきなのに癒やしができない理由が何でしょうか。 

とても重要なことでしょう。このとき、神様がパウロチームを呼ばれたのです。これを皆さんは持って

根をひっくり返してしまわなければなりません。パウロは根を変えてしまいました。働きが起こりまし

た。必ず心に刻んでください。 

 



1.Answer - “Satan's 12” 

▲では、サタンのやぐらを打ち倒さなければならないでしょう。 

1)Gen3:4-5 

▲いちばん最初したのが何でしょうか。エデンの園です。これが最初のやぐらです。あなたが、このよ

うに始めました。私たちはだれでも私、このように始めます。これがサタンの用語です。あなたが主人

だ、サタンの用語です。ニューエイジ用語です。ニューエイジを知っていますか。アメリカのニューエ

イジ団体を分かるでしょうか。すべての作品をみな作り出したニューエイジ団体、いっしょに同調する

フリーメイソン団体、そこで操縦するユダヤ人、この 3 団体がアメリカだけ掌握しているのではなく、

すべての国を掌握しています。とても良い仕事をします。皆さんが祈らないで考えをたくさんすれば創 3

章に入ります。何と話したのでしょうか。あなたが神のようになる、サタンの最初の用語です。あなた

が神のようになる、あなたが仏陀になる、あなたが王になる、同じ話です。これを聞き取れなくて、世

界の牧師がニューエイジ、フリーメイソンが書いた本があります。それを見て説教するのです。あなたの

中にある王を見つけなさい、良い話のようでしょう。 

2)Gen6:4-5 

▲すると、ネフィリムになってしまいました。悪霊に捕えられてしまったのです。今も全く同じです。 

3)Gen11:1-8 

▲もう私たちは神様が必要なくて、まとまって、グループを作って、力を集めて、私たちで成功して、

あまりにも良い話でしょう。これがバベルの塔です。この 3 つは今も起こっています。ですから、うま

くいかないのです。何がでしょうか。霊的問題は日が進むにつれたくさん起こります。 

4)Act13:1-12 

▲ですから、どのようにするのでしょうか。もうシャーマンを訪ねて行きます。 

5)Act16:16-18 

▲それでも良くならないでしょう。占い訪ねて行ってお祓いをします。 

6)Act19:8-20 

▲それでも良くならないでしょう。宗教を作ります。偶像を作ります。ますます難しくなります。 

7)John8:44 

▲7 つ目です。私が主人だと思ったのですが、サタンが私の主人、ヨハ 8:44、サタンが私の主人です。

サタンが私の父です。簡単に話せば、サタンの子どもです。イエス様が言われた話です。イエス様がよ

く信じるというユダヤ人に、あなたの父である悪魔、そう言われました。 

8)Matt11:28 

▲では、うまくいくはずがありません。心の病気が来ます。 

9)Mark5:1-10 

▲ものすごい精神的な病気が来ます。後には、完全に悪霊につかれます。このようなことが起こるので

す。 

10)Act8:4-8 

▲いよいよ肉体の病気になります。 

11)Luke16:1-31 



▲この程度なら大丈夫です。私の背景が地獄です。地獄に行く前に地獄の生活を先にします。救われた

人は天国に行く前に神の国を味わいます。 

12)Matt27:25 

▲このすべての問題が次世代に行きます。間違いありません。ここにいるので、伝道ができません。答

えが来ることがないのです。私たちのレムナントは知ってください。今、すべての文化はこの文化で

す。 

▲では、レムナントはリーダーであるから、一つだけ私が例をあげてみます。アメリカで作った作品の中

で、ミュージカルの中で<アイーダ>というものがあります。それを二回見ました。なぜ二回見たかという

と、最初<アイーダ>作品の主人公が私たちのレムナントでした。数年あとでまた<アイーダ>のミュージ

カルをしたのですが、そこでも私たちのレムナントが主人公でした。それで私が行ったのです。作品は良

いのです。作品はとても良かったです。見る人が感動を受けます。ところで詳しく見れば、幕が下りていま

す。始める前に、終れば、幕が下りて来ます。そこに何かが一つあります。そこにかすかに何かがあるので

す。ニューエイジマークです。あります。だれも分かりません。その作品がニューエイジの作品です。内容

は良いのです。ところで、このサタンに捕われた人間は、何かをすることはできません。アメリカ、ヨー

ロッパ、日本、台湾、文化になってしまいました。抜け出せないのです。 

 

2.Evangelism - “Church 5” 

▲当然、伝道ができません。教会が伝道すべきなのにできないのです。 

1)Act11:1-18 

▲最初の理由、コルネリウス家に行って福音を伝えたのですが、聖霊の満たしが臨みました。そのと

き、洗礼を与えました。終わって食事したのです。そうしたら、ペテロとともにいたマルコの屋上の部

屋教会に大騒ぎが起こりました。何と話したか知っていますか。なぜ異邦人の家に行ったのか、なぜ異

邦人の家に行って食事をしたのか、このとき、ペテロが返事をどのようにしなければならないでしょう

か。キリストが、あらゆる国の人々に行きなさいを言われたではないか、すべての造られた者に行きな

さいと言われたではないか。このように話すべきでしたが、ペテロが雰囲気がそうだったので、私が行

こうとしたのではない、幻の中で神様が行けと言われて、それで、そこで福音を伝えたがそこに聖霊が

臨んだ、このように説明しました。神様はこのとき、アンティオキア教会を建てられました。そして、

パウロを呼ばれたのです。そして、多民族を分かるパウロチームを付けたられたのです。重要です。 

2)Gal2:10-20 

▲それで終わったのではありません。教会で作ったサタンのやぐらあるでしょう。ガラ 2:10-20、パウ

ロが福音を伝えるところに来て、ほめなければならないことなのに、なぜユダヤ人の法も教えなければ

ならない、だれが話したか分かりますか。ペテロが、ユダヤ人の法を教えなければならない、ただ福音

を伝えなければならない、こういうべき人が、ユダヤ人の法を教えなければならない、さらにシメオン

も、さらにパウロとともに宣教師に出て行ったバルナバも、そのように言いました。そのときパウロが

言った話です。私たちがキリストとともに十字架に釘付けられて死んだのでないか、私たちの中にキリ

ストがおられるのではないか、それを話す前にパウロが質問したことがあります。ペテロに、あなたが

ユダヤ人の法をよく分かるのか、このように尋ねました。ユダヤ人の法をよく守っているのかと尋ねま

した。なぜでしょうか。昔にパウロは、ユダヤ人の法については、これ(最高)でしょう。あなたも守れ



ない法をなぜ異邦人に守れと言うのか、そして言った話が、私たちがキリストとともに十字架に釘づけ

られて死んだのではないのか、福音を伝えることはできません。 

▲神様がしかたなくパウロチームを用いられたのです。今は韓国でもなくて、アメリカでもありませ

ん。多民族です。5000 種族を生かすには、韓国よりさらに重要なところが、あのバヌアツ、ソロモン、

フィジー、こういうところです。理由があって神様が呼ばれたのです。アメリカは重要ですが、アメリカ

の人はできないこともありますが、あの人々はすることができます。靴もない国、まだ文字もない国、

多いのです。そのようなところに皆さんが行けば伝染病で死んでしまいます。迷信もものすごいので

す。外に悪霊の声が聞こえて、それでアフリカ側におよそ 3 分の 1 に門が閉ざされたところ、人々がい

ます。フィリピンと東南アジア側におよそ 3 分の 1 がいます。南米側におよそ 3 分の 1 がいます。 

3)2Con10:4-5 

▲最初からサタンの要塞を作っておきました。信じる人を見て言った話です。強い要塞を作っていま

す。英語には Strongholds となっています。これを作ったのです。 

4)John16:11-14 

▲その程度ではありません。お金なら最高だ、サタンがこの世を支配する者のようになっています。教

会に、ここにもし PK、MK がいるなら、皆さんは難しく生きたので、それはものすごい武器となりま

す。あちらこちら、お金のようなものを見つめてはいけません。そして、助けを受けることを嫌がるよ

うでなればなりません。下手するとそうなります。難しく生きたので... 

5)2Con4:4-5 

▲Ⅱコリ 4:4-5 です。名誉があってポジションがあれば、何でも従って聞いて、サタンがこの世の神、

このようになります。教会がこのようになりました。皆さんは知っていてください。あ、そうなのだ

な、それで素晴らしいエリート、福音レムナントが現れなければならないのです。とても希望がありま

す。今回もタンザニアはじめとしてオセアニア州でレムナントが、とてもすばらしいエリートです。良

いです。本当に私たちの宣教師に感謝いたします。あのように良い働き人を皆さんが育てたということ

は神様の恵みです。 

 

3.Healing - “Paul's team” 

▲なぜ Healing ができないのでしょうか。 

1)Foundation 

▲最初です。根源を癒やさなければなりません。何と言うのか、Foundation、これを癒やさなければな

らないのです。何の話でしょうか。風邪を引けば薬局か病院に行けば良いのです。ところで、事実、医

師の方々はみな私のメッセージ聞いていますが、事実、こういう話があります。風邪になって薬を飲め

ば一週間かかるらしいのです。薬を飲まなければ 7 日かかるらしいです。同じ話です。すると、なぜ薬

を飲むのでしょうか。さらに危険にならないように、だから飲むのです。治すのではありません。血圧

の薬を飲む、血圧を抑えるのでしょう、治したのでしょうか。根源を治さなければなりません。これが

祈りで、みことばで、呼吸で、みな入っています。最後の講義のとき、少し話します。 

2)Imprint 

▲刻印されたことを癒やしてしまわなければなりません。それゆえ、率直な話で、5000 種族に皆さんの

医術、大きくなくても大丈夫です。これで癒やさなければなりません。 



3)Re-Creation(2Con5:17) 

▲まったく再創造で癒やしてしまわなければなりません。霊的な DNA を変えてしまわなければならな

いのです。心に刻んでください。私たちのソロモン、バヌアツ、フィジー、こういう所から来られたの

ですが、本格的な癒やしの働きをしてください。どのようにすれば良いか、その前に、ちょっと研究し

て最後の講義 4 講の時に話します。これが答えです。では、するとパウロを見てください。根源を癒や

してしまいました。そうでしょう。聖霊の働きで、まったく刻印されたことをひっくり返してしまった

のです。そして、再創造してしまいました。だれでもキリストのうちにあるなら、新しく造られた者で

す。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました、これが本当の癒やしです。本当の癒や

しをしてくださいということです。 

▲この 3 つを皆さんができればレムナントはどこへ行っても世界を生かすことができます。一人だけ例を

あげます。最初のレムナント、ヨセフです。行く所ごとにサタンのやぐらを打ち倒してしまいました。そう

でしょう。行く所ごとに教会の不信仰、宗教やぐらを打ち倒したのです。行く所ごとに根源を癒やしてし

まいました。まったく、刻印を変えてしまいました。再創造させてしまったのです。可能です。皆さんだ

けが可能です。福音を持った者だけが可能です。そうでしょう。祈りが何か知っている人だけが可能です。

祈りは御座を動かすことです。祈りはみことばの力を動かすことです。これが答えです。皆さんは一生持っ

ていなければなりません。皆さんの大人たち、尊敬しなければならないのですが、似てはいけません。少

し問題が来てしまうと、このようになってしまいます。そうでしょう。試みにあうことが起これば、無条

件にこのようになってしまいます。私たちはこれをすべきなのです。 

 

＊Conclusion 

▲結論です。 

1)Bartizan(Study) 

▲皆さんが勉強する前に先に御座のやぐらを作ってください。これをして勉強してください。これをし

て勉強してください。 

2)Throne's Journey(World) 

▲二つ目です。世の中に出て行く前に御座の旅程を先に握ってください。皆さんは成功もすべきです。 

3)Throne's Guidepost(Success) 

▲これをする前に、御座の道しるべを持って行きなさい。皆さんがこの未来を持っていれば、すべては

訪ねて来ます。皆さんの中に未来が含まれていれば、すべては訪ねて来るのです。さらに、神様が未来

が入っている皆さんを置いて、すべてのスケジュールを組まれます。 

 

▲最後の講義は夕方にします。今回、必ず覚えてください。 

1 講、やぐらを変えなさい。2 講、刻印を変えなさい。3 講、根を変えなさい。最後の講義、体質を変えな

さい。この 4 つだけあれば良いのです。 

やぐらがなければ見張り人になることができません。刻印が変わらなければ癒やしができません。根が変

わらなければ間違った実が出てきます。体質が変わらなければ、ほかの運命になります。確実です。祈りま

す。 

 



(祈り) 

神様に感謝いたします。絶対に忘れないように世界を生かすレムナントが起きますように。島国から世界

福音化が起こりますように。5000 種族、捨てられた土地で弟子が起きますように。崩れたところに伝道訓

練場が起こりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン 

(The end) 

 

  



2025 世界レムナントリーダー修練会 

4 講:“Nature(Fate)- Change” 

2025 年 7 月 24 日-25 日、徳坪 RUTC 

説教：柳光洙牧師(録音整理:チャ・ドンホ牧師) 

＊主題 : 永遠の答えの始まり、過程、終わり(使 17:1、18:4､19:8) 

 

（全文打ち出し翻訳） 

 

＊序論 

▲私たちの①1 講はやぐらを変えなさい、これを変えなければ、皆さんが一生生きても答えは来ません。

答えは食事して生きるのが答えではありません。それは、だれでもできることです。答えは世界福音化が

起こらなければなりません。なぜでしょうか。イエス様がそのように言われました。皆さんの学業が世界

福音化に用いられれば、一番よく用いられたのです。これから、皆さんの職業が世界福音化に用いられれ

ば、最もうまくいったのです。残りのことはほとんど無駄なことです。重要なことではありません。それ

ゆえ、これを変えなさい。 

そして②刻印されたことを変えなさい。そうしてこそ、癒やしが起こります。その中で最も無能が癒され

ます。これがなされるのです。 

③根を癒やしなさい。そうしてこそ、根源的なことが生かされるのです。皆さんが病院がないところで暮

らしても、根源的な力があれば生かされます。皆さんが病院の中に暮らしても、根源的な力がなければ死

ぬのです。これを話すのです。必ず覚えてください。 

皆さんはリーダーであるゆえに、これをもうメッセージを聞くのではなく、皆さんの生活に受け入れてく

ださい。 

▲2025 世界レムナントリーダー修練会 4 講 : “Nature(Fate)- Change” 



最後の④4 講は何でしょうか。体質を変えること、運命を変えてしまうことです。皆さんが行く所に運命を

変えてしまわなければなりません。これをチェンジするのです。なぜなら、レムナント 7 人が行ったとこ

ろに運命が変わってしまいました。そうでしょう。その祝福を神様が皆さんにくださったのです。 

 

▲Intro- CVDIP 

では、これするとき、今までの 1 講、2 講、3 講、4 講をすれば、重要なことが見えます。 

1)Covenant 

▲皆さんがあらかじめ持つようになります。これが重要です。あらかじめ持つようになるのです。証人

は持った者が証人です。見た者が証人です。それゆえ、あらかじめ持つようになることを指して

Covenant と言います。あらかじめ持つようになります。契約をあらかじめ持ったのです。モーセ、血の

いけにえをささげに行きなさい、持つ瞬間から働きが起こりました。ヨシュアが、カナンの地に行きな

さい、あなたに与えた、そのときから働きが起こりました。 

2)Vision 

▲すると、あらかじめ持つだけでなく、あらかじめ見るようになります。それを指して Vision と言いま

す。あらかじめ見たのです。これをしていれば、これが出て来ます。 

3)Dream(24) 

▲そして、あらかじめ味わうようになります。それを指して Dream と言います。これは寝る時に見た夢

ではありません。実際に味わうことです。どの程度でしょうか。24 味わうのです。これが Dream です。

あらかじめ味わっているのです。 

4)Image(25) 

▲では、あらかじめ征服するようになります。カナンの地をヨシュアに与えると言われたのではなく、

与えた、このときからあらかじめ征服するようになります。行かなかったのに、それを指して神様の力

でするので Image と言うのです。この Image ということばは、神のかたち、その話です。これは 25 で

す。 

5)Practice(永遠) 

▲このときから、あらかじめ成就するようになります。あらかじめ征服して、あらかじめ成就するよう

になります。それを指して Practice と言います。これを永遠と言うのです。 

▲それゆえ、CVDIP、こう言うのです。これをあらかじめ、これから、何をしなければならないのか。そ

のような質問をする必要がありません。無条件 300%やれば良いのです。ヨセフが奴隷に行きました。

私、奴隷ではない、そのように言う必要はありません。そこで 300%してしまったのです。そうでしょう。

監獄に行きました、私は罪人ではないです、言いませんでした。そこで 300%したのです。覚えてくださ

い。 

 

▲Main-では、このときから、皆さんに重要なことが始まるのです。何が始まるのでしょうか。 

 

1.Holy meditation(Transcendence) - “Leadership” 

▲皆さんに、黙想時代の主役になるのです。ここに主役になります。これをすることになれば、基準が何

かということです。黙想時代の基準は何でしょうか。時空を超越します。天と地のすべての権威がわたし



には与えられているので、あなたがたは行きなさい、御座に着かれた主がともにおられるから、あなたが

たは行きなさい、目に見えないので、競争者もありません。言っても信じないために奪い取って行く者も

いません。これが出て来るのです。黙想時代の主役になりなさい。 

1)Daily 

▲このときに、毎日することが出てきます。毎日すること、今からしてください。目を覚ませば祈りを

始めてください。寝る時は祈りで答えを得て寝なさい。昼には答えを確認するのです。そうでしょう。

答えを確認するのです。主は私の羊飼い。私は乏しいことはありません。ダビデのことばです。私が死

の陰の谷を歩くことがあってもかまいません、主のむちと杖が私を保護されるからです、私は主の家に

とこしえに住まいましょう。3 集中、これを毎日してください。これが長ければ長いほど良いのです。

それゆえ、必ず心に刻むべきなのは、朝に起きてとても、静かに、ゆっくり私を回復させてください。

祈りに入るのです。ゆっくり呼吸して。今、皆さんがしている呼吸は短いのです。母親のお腹の中でし

ていたその呼吸、してください。それだけすれば、脳も生かされて、からだも生かされて、みな生かさ

れます。 

▲それゆえ、私の場合は、起きて動いて続けてします。すると、普通、何時間ずつします。今日は明け

方 3 時に起きたのですが、私がここに到着する時間は 10 時、11 時ということです。すると、出発する

時間が 10 時です。何時間でしょうか。7 時間、続けてしたのです。すると、皆さんに会うのが私は昼で

す。今も昼です。なぜでしょうか。会っているから、このときは、神様の祝福を確認するのです。もう戻

れば夜でしょう。そのときは答えを見つけるのです。そのときは、ゆっくり座って、メモもして、それ

が一日です。すると、プラットフォーム/見張り台/アンテナが作られます。すると三つの答えがあらか

じめ来ます。それを持って説教するのです。皆さんはそれを持って勉強してください。一度、こういう

事があるので祈らなければならない、それも正しいですが、違います。祈って見なければなりません。

毎日! 

2)Time 

▲毎時間、毎時間がまたあります。時間ごとに、今回の主題曲をよく一度見てください。私はなぜここ

に立っているのか（歌詞「私という存在は」）質問してください。それを指して毎時間、あなたはなぜそ

こにいるのか（歌詞「あなたという存在は」）質問してください。このような大切な方が、なぜここに座

っているのだろう、なぜ私たちが集まっているのだろう（歌詞「ここに集まった理由は」）質問してくだ

さい。そして、その時間に私のからだを生かす、集中する呼吸もしてください。その時間に運動もして

ください。私がする運動は 2 つしかありません。スクワット、腕立て伏せ、待っている間に、何度かし

ました。時間は一つもかかりません。どこででもします。絶対に病気になりません。そして、なぜ私が

ここにいるのか（ 「私という存在」）、質問してください。私がこの町にきたとき、神様がなぜ私をここに

送ったのか、それを質問したのですが、この町全体をみな生かしました。私がなぜ江西地域にいるの

か、飛行機に乗りやすいということです。交通が良いのです。ここでどのように伝道するのか、そうし

たら 237 センターができました。そこで本格的な訓練をします。タイム、これが黙想時代を開くものす

ごいことです。再び話します。悟って帰ってください。祈りの時間を作らないで、そのまましてくださ

い。24/25/永遠、今でもしていてください。私はメッセージして、通訳をするでしょう。通訳すると

き、息を吸い込みます。終れば話します。そのまま話すことと、することは違います。続けて、祈りを

継続します。 



3)Affair- 300% 

▲それとともに、毎事件、多くのことが起こるでしょう。これは全部、編集/設計/デザイン、何をでし

ょうか。300%を作ります。作るのです。逃さないでください。皆さんは黙想時代の主役になってくださ

い。時空超越する力を味わってください。いつ、常に、どこででも、味わってください。時間決める、

できません。そのまま目を覚ませばしてください。本当にしたくなければ、目を覚まして 5 分だけして

ください。皆さんはそれだけでも良いのです。 

 

2.Weekend(Unprecedented) - “Habitation” 

▲二つ目です。皆さんは金土日時代の主役にならなければなりません。Weekend 週末、金土日時代です

が、これを、この部分は黙想時代を完全に特別にしようとせずに、そのままリーダーシップ、リーダー化

させてしまうのです。リーダー化させてしまってください。それでこそ、リーダーになります。この部分

(金土日)はそのまま生活化させてください。Habitation、そのまま生活化させるのです。そうすれば、この

祈りをしてこれをしたのですが、ある日、重要な答えが一つ来ます。なんでしょうか。空前絶後、空前絶

後の答えが与えられます。ほかの人に与えられない答えが私に与えられます。そうでしょう。これが本当

の答えです。いや、良い地域に住んだのでもないのに、空前絶後の答えが来ました。いや、貧しい国に住ん

でいるのに、空前絶後の答えが私に来てしまいました。これが金土日時代の主役になることです。 

1)Healing 

▲金曜日、何をするのでしょうか。Healing です。してください。傷を受けた人々が多いのです。また、

文化的にとても難しい人々が多いです。また病気になっている人々が多いです。貧しい人も多いです。こ

のようにさせてしまいます。必ず握って行ってください。私に困難が来たのは、神様が私に空前絶後の

答えを与えようとすることです。絶対に逃さないでください。嘘をつく人々の話を聞いてはいけませ

ん。神様のみことばを聞いてください。伝道は難しいです、嘘です。そうでしょう。嘘ではないです

か。私は力がありません、それは嘘です。だまされることです。神様が力を与えると約束されたのでは

ないでしょうか。それを信じなければ、この話を聞く今が答えの時間です。 

2)Summit 

▲土曜日には何をするのでしょうか。レムナントをサミットにするのです。分かるでしょう。 

3)Stream 

▲日曜日には何をするのでしょうか。みことば、祈り、伝道の流れを確認するのです。こうしてしまえ

ば、空前絶後の答えが与えられます。 

 

3.3Courtyard(Communication) - “Realization” 

▲三つの庭時代を開きなさい。3 つの庭時代を開きなさい。これを実際化させなさい。Realization、この

ときに何ができるのでしょうか。皆さんが何か疎通できるコミュニケーションができます。何でしょう

か。237-5000 種族と通じるコミュニケーションができます。できます。これを皆さんがすべきです。ここ

に皆さんは何もしなくても良いのです。祈りだけするのです。 

1)Watch person 

▲見張り人、見張り人になります。 



(1)Bartizan - 見張り人は何をするのでしょうか。やぐらがあります。見張り人は何をするのでしょう

か。 

(2)Highway - なぜやぐらを建てるのでしょうか。大路を造りなさい。道を作るのです。大路を。それこ

そ Highway が正しいのです。 

(3)Banner - もろもろの民のために旗を揚げなさい。そのために神様が皆さんを呼ばれたのです。 

2)237 - 5,000 

▲そして、これができれば、世界のやぐらが出て来ます。先ほど話したでしょう。237- 5000 種族のやぐ

らができるのです。 

3)TCK、CCK、NCK 

▲最後のやぐらができます。最後のやぐら TCK、全くとんでもないところで死んでいく CCK、学校も

行けなくなっている NCK、つながります。それゆえ、今日、皆さんは決断を下してください。私の国が

世界福音化する、神様が働かれると言われました。聖霊の満たしを与えると言われました。力を与える

と言われました。天と地のすべての権威を持ってあなたといつもともにいます。三つの時代を開きなさ

い。黙想時代、金土日時代、三つの庭時代、そこに皆さんが主役です。これを持っていれば良いので

す。 

 

＊Conclusion : “Spiritual summit - Kings” 

▲すると無条件にこのように結論を出してください。皆さんは今の年齢は幼いです。しかし、神様は皆さ

んを霊的サミットとして立てられました。そうでしょう。例をあげてみましょうか。ヨセフは親、兄たち

が分からないことを知っていました。ヨセフはエジプトに行ってエジプトの王が分からないことを知って

いました。それがこれです。ダビデは兄たちが分からないことを知っていました。そうでしょう。後に

は、どんな王も分からないことを知っていました。このように与えられます。今、皆さんが、これからを

心配することが何もありません。皆さんがどんな問題を持っているでしょうか。それが問題だと考えるの

ですか。違います。絶対に今日、考え一切を変えて行ってください。それゆえ、このレムナントを神様は

このようにさせて、だれの前に立てられたでしょうか。一人ももれなく、王の前に立てたでしょう。王の

前に立てて、答えを与えられたのです。そうしてこそ、237-5000 種族が生かされるのです。このコミュニ

ケーションができたということです。これがレムナントです。 

▲ですから、何も心配せずに、今から三つを意識してください。今、息をしているでしょう。息をしてい

ます。ところで知らずにいるのです。息をするのを意識してください。息をすることを意識するというこ

とです。生かされます。その次に何かを考えています。そうでしょう。それが問題です。何かを考えていま

す。祈りを意識しなさい。最後に意識しなければならないことがあります。私がここになぜいるのだろ

う、意識してください。Meaning、道を行く時も Meaning、意味がなければなりません。皆さんが山に行

くときも、意味があればとても学ぶことが多いのです。すると作品も出てきます。三つを意識してくださ

い。今もしていてください。すると、すばらしい神様の働き、時空超越の働きが起こるようになります。

皆さんに空前絶後の恵みが臨みます。間違いありません。そして、皆さんに、それこそ 237-5000 種族が見

える疎通の門が開かれます。 

それゆえ、神様がレムナントを呼ばれたのです。なぜなら、皆さんが今契約を握れば良いと、今皆さんが

契約を握りさえすればよいのです。時代ごとに、このようなレムナントを呼ばれました。それゆえ、各国



にレムナント運動が起こらなければなりません。レムナントが起きて暗闇のやぐらを変えなさい。誤った

刻印を変えなさい。間違って根をおろしたこと変えなさい。間違って体質化されたこと変えなさい。それ

がリーダーです。 

▲それゆえ、この契約を握って皆さんが行くとき、ただ一つだけを覚えれば良いのです。だまされてはな

りません。だれにだまされるのでしょうか。私にだまされます。私に、「私はできないのに」そこにだまさ

れます。「私は何の背景もない。私の国は貧しい。私は何も良くできることがない」それがだまされること

です。また、どこにだまされるのでしょうか。現実の前にだまされます。また、どこにだまされるのでしょ

うか。結局、サタンにだまされます。だまされてはなりません。ヨセフが奴隷に行くとき、だまされたら

大変なことになるでしょう。奴隷で行くのではありません。エジプトに行っているのです。そうでしょ

う。ポティファルの家に奴隷に行ったのでないということです。ファラオの廷臣、侍従長の家にものすご

いことを見に行ったのです。レムナント 1 人を持って例をあげているのです。理解してくださいと、ヨセフ

が監獄に行きましたか。違います。政治家に会いに行ったのです。どちらが正しいでしょうか。ヨセフが

王に会いに行ったのでしょうか。違います。世界福音化の門を開けに行ったのです。そして、総理になっ

た時と、奴隷である時と同じ状況です。 

だまされてはなりません。知っているでしょう。だまされてはなりません。悪魔にだまされてはなりませ

ん。一番恐ろしいことは、自分自身にだまされることです。だまされてはなりません。「私は今、問題が来

ているのですが」何のために問題でしょうか、問題ではありません。これを覚えてください。なぜでしょ

うか。皆さんは今未来が多くて、祝福がたくさん残っているのに、だまされてしまうのです。サタンは皆

さんをだまします。あなたはだめだ、あなたはできない、サタンがそのようにだまします。また、人々が

そのようにだまします。さらに親もだまします。あなたが勉強もできないのに何をするのか、だまされる

ことです。300%作りなさい。分かるでしょう。 

▲それゆえ、皆さん知らずに家に流れている霊的問題があります。分かるでしょう。それをはやく発見し

なさい。終わらせなさい。皆さんの国に流れる霊的問題があります。それをはやくキャッチしてなくしな

さい。ただ聖霊があなたがたの上に臨むとき、力を受けて地の果てまで証人になります。それゆえ、皆さ

んはこれから、何をするのか、その心配もする必要はありません。答えが出てくるから、祈ります。 

 

(祈り) 

万王の王である主イエス・キリストの恵みと、神様の永遠なる愛と、聖霊の働きとが、世界を生かすすべ

てのレムナントリーダーの上に、今からとこしえまで、いつもともにありますように。アーメン 

(The end) 

 

＊2025 年世界レムナントリーダー修練会メッセージ要約) 

①1 講 - やぐら変えなさい(変えなければ一生、生きても答えが来ない) 

②2 講 - 刻印を変えなさい(そうしてこそ癒やしが起きる-無能の癒やし) 

③3 講 - 根を変えなさい(そうしてこそ根源的なことが生かされる) 

④4 講 - 体質を変えなさい(運命を変えてしまうのだ) 



この 4 つだけあれば良い。やぐらがなければ見張り人に成ることはできない。刻印が変わらなければ、癒

やしにならない。根が変わらなければ間違った実が出て来る。体質が変わらなければ、ほかの運命にな

る。確実だ。三つ(呼吸/祈り/意味)を意識してだまされてはならない! 


